
⑨教職員の業務の精選。

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

（１）教育課程

教育目標の具現化に向けて、
校務分掌の垣根を越えて課題
を共有、解決できる場を設定
する。

・学校評価検討委員会を計画・運営す
る。その中でそれぞれの分掌の現状と課
題を集約し、共有・検討できるような教育
課程の立案、施行、評価を行う。
・カリキュラムマネジメントを意識し、教科
横断的な視点で教育課程を行う。
・職員会議においては、部会・学年打ち合
わせ等を有効に活用し、提案及び協議内
容を精査し、スリム化をはかる。
・教職員用のマニュアルを活用し、全職員
が共通理解をはかりつつ業務、指導にあ
たる。
・チームワークと時間対効果を意識した
業務の推進を行う。

・学校評価検討委員会を適宜開
催し、①今年度の重点目標、具
体的施策の検討②成果と課題、
改善策の検討③来年度重点目
標の設定を行い、教育目標の具
現化に役立てる。
・学校評価アンケートの教育課
程の項目「お子様はは楽しく学
校に行っていますか」（保護者
用）、「学校は楽しいですか」（児
童用）で肯定的な意見がともに
90％を超える。(昨年度95.1％、
89.4％)
・教職員用内部アンケートで、
「各分掌・職員会議などにおいて
業務改善がなされたか」で肯定
的な意見が85％を超える。(昨年
度78％)

B

（成果）
・学校教育目標・重点目標を意識して教育活動に取 り組
むこと　ができた。
・児童 アンケート「学校は楽しいですか」で肯定的な 意見
が 87.6％(昨年度89.4％)、保護者アンケート「お子さんは
楽しく学校に行っていますか」 で肯定的な意見が94.6％
(昨年度95.1％)、で昨年度と同等を維持することができ
た。
・児童アンケート「学校行事は楽しいですか」で肯定 的な
意見が95.8％（昨年度89.41％）、保護者アンケート 「お子
さんは学校行事に楽しく参加していますか」で 肯定的な
意見が97.9％（昨年度98.7％）で昨年度と同 等であった。
・教職員用内部アンケートで、「各分掌・職員会議などに
おいて業務改善がなされたか」で肯定的な意見 が88％
(昨年度78％)であったので、業務改善の成果が見られ
た。
 
(課題)
・校内アンケートより、文部科学省からの提言にあったよ
うに、授業時数の余剰が多すぎるとの意見があった。文
部科学省の指針に合わせて適正化を図っていく。

・さらに達成感や充実感を味わえるような行事作りを目指
し、各校務分掌と連携して、児童の成功体験を積み上げ
ていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・文部科学省の
指針に沿って教育委員会と連携し、適正な授業時数の
確保に努める。

・適正な授業時数の実施により、教職
員にも児童にも多少のゆとりが生まれ
ると思う。好循環につながるように期待
したい。
 
・児童や保護者が「学校行事」等に何
を求めているのか意見や希望を聞い
た上で、できることは反映させる取り組
みが必要だと思う。

（２）学習指導

・「主体的・対話的で深い学
び」や「言葉による見方・考え
方を働かせる授業」のあり方を
研究する。
・読み書き計算などの基礎的
な学力を児童に定着させるた
めの教育活動を計画する。

・「書くこと」を通して豊かな語彙を獲得す
るための授業づくりを推進する。
・配慮を要する児童に対する手立てを具
体化し、全ての子の授業参加を促す。
学力向上委員会において、系統的な朝学
習のとりまとめや、学力テストの結果に基
づいた対策などの検討を行う。

・教職員用内部アンケー、「本校
の教師は『言葉による見方・考え
方を働かせる授業』を行ってい
る」の肯定的意見の割合が７
０％を超える。
・児童アンケート「学校の授業は
わかりやすいですか」の肯定的
意見の割合が90％を目指す。
(昨年度92.9％）また、「書くことを
積極的に取り組めていますか」
の項目を起こし肯定的な意見の
割合をめざす。
・保護者アンケート「お子さんは
学力が定着していますか」の肯
定的意見の割合が昨年度を上
回る。（昨年度88.9％）

B

（成果）
・教職員用内部アンケート「本校の教師は『言葉による見
方・考え方を働かせる授業』を行っている」の肯定的意見
の割合が92.6％（昨年度95.3％）で目標を上回った。
・児童アンケート「学校の授業はわかりやすいですか」の
肯定的意見の割合が95.1％（昨年度93％）で、目標を上
回った。
・保護者アンケート「お子さんは学力が定着しています
か」の肯定的意見の割合が87.9％（昨年度85％）と昨年
度より上がり、目標を上回ることができた。

（課題）
・児童アンケート「書く事が好きですか」において肯定的な
意見が64.9％（昨年度69.5％）となり、5％程度減少した。

・学力向上委員会において、系統的な朝学習のとり
まとめや、学力テストの結果に基づいた対策などを
行う。

・児童が、書くことが楽しいと感じられるような取り組
みや実践を教職員で共有し、普段の授業づくりに役
立てる。また、その中から豊かな語彙の獲得につな
がる取り組みを校内で研究していく。

・タブレットでの入力と実際に文字を書
くことのバランスを考え、書くことが好き
になってもらいたい。
 
・タブレットが普及し、画像等による指
導が進んでいるが、書くこと・会と覚え
ることも大切なため、学年ごとの教員
の取り組みの情報共有を綿密に進
め、授業を行ってほしい。

（３）生活指導

・問題行動の未然防止、早期
解決を図り、児童が楽しく過ご
せる環境を作る。
・不登校の早期発見、対応に
努め、児童が安心して通える
よう支援する。
・いじめの未然防止や早期発
見、対応を図り、児童が楽しく
過ごせる環境を作る。

・学年、生活指導部会、管理職間の円滑
な連絡体制の確立、校内職員の共通理
解を徹底し、チームで課題解決にあた
る。
・日々の観察から登校しぶり等に気がつ
き、家庭訪問や、電話連絡により家庭と
密に連携を図る。
・いじめ防止等のための基本方針にそっ
た対応マニュアルの見直しと周知を行
い、組織的な対応を継続する。
・いじめアンケートや聞き取り調査、セル
フチェックシートによる観察からいじめの
早期発見、対応に努め、家庭訪問や、電
話連絡により家庭と密に連携を図る。

・道徳教育でいじめや差別の問題につい
て考え、日々の行いに立ち返る働きかけ
を行う。

・教師の校内アンケートにおいて
「本校は問題行動が起きたとき、
組織的に対応できているか」が
90％を超える。(昨年度97.6％)
・保護者アンケートにおいて「お
子さんは楽しく学校に行っている
か」が90％を超える。(昨年度
95.1％)
・保護者アンケートにおいて「学
校はいじめや心の問題に取り組
んでいますか」が80％を超える。
(昨年度71.9％)
・児童アンケートにおいて「あな
たのクラスでは、いじめを許さな
いクラスづくりに取り組んでいま
すか」が90％を超える。(昨年度
92.2％)

B

(成果)
・教師の校内アンケートにおいて「本校は問題行動
が起きたとき、組織的に対応できているか」が目標
の90％を上回った。(昨年度97.6％⇒96.3％)
・保護者アンケートにおいて「お子さんは楽しく学校
に行っているか」が目標の90％を上回った。(昨年度
95.1％⇒94.6％)
・児童アンケートにおいて「あなたのクラスは、いじめ
を許さないクラスづくりに取り組んでいますか」が目
標の90％を上回った。(昨年度92.2％⇒93.8％)

(課題)
・保護者アンケートにおいて「学校はいじめや心の問
題に適切に取り組んでいますか」が、2022年度より
数値(昨年度71.9％⇒74.6％)は上回ったが、目標の
80％を下回り、保護者への啓発が必要であることが
分かった。

・保護者アンケートは、19.6％（昨年度23.4％）が「わから
ない」と回答しており、学校の取り組みが家庭にわかりや
すく伝わってないことが推測できる。引き続き、いじめに
対する学校の取り組みをホームページや家庭との連絡
の際に丁寧に説明していきたい。
・昨年度より保護者も児童も微増傾向であるため、今年
度の取り組みを継続していく。

・いじめアンケート，生活指導部会，ケース会議等での学
校全体での情報共有を徹底し、不登校傾向の事前把握
と早期対応に努める。

・いじめは絶対にあってはならず、早期発
見・対応が重要であるため、引き続き日々
の児童の様子をしっかり見ていただきた
い。

・生活指導に関して、家庭により受け取り
方に幅があるように思う。その中での丁寧
な対応を心がけられていると思う。

（４）安全管理

・地震・火災・不審者遭遇時、
児童が自分で判断し、命を守
るための行動をとることができ
るようにする。
・正しい校内の歩き方や通学
のしかた、遊具の安全な使い
方、自転車の乗り方ができる
ようにする。
・上の３点について、安全指導
について家庭と連携を図りな
がら取り組む。

・新型コロナウイルス感染防止に配慮し
ながらも、自分で災害や不審者から命を
守るための指導や訓練を適切に行ってい
く。
・通学路や校内の正しい歩き方につい
て、教職員が引き続き意識を統一させ指
導にあたる.
・終業式や学校朝礼による全体指導や資
料を活用した学級指導などを通して啓発
する。
・児童が安全に遊具を使用できるよう全
体指導を行う。
・児童が、安全について学習したことを保
護者にきちんと伝えられるような指導を行
う。また、指導内容が家庭に伝わる工夫
（手紙、懇談、ホームページ等）をして啓
発する。

・学校評価児童アンケートの安
全指導の項目「もし火事や地震
にあったり、ふしん者に出会った
りしたら、先生がいなくても身を
守る行動がとれますか」で、肯定
的な意見の割合が90％を超え
る。（昨年度94.4％）　かつ、訓練
に真剣に取り組むことができる。
・学校評価児童アンケートの安
全指導の項目「学校の廊下や道
路では、右側を広がらずに歩くこ
とができている」で、肯定的な意
見の割合が80％を超える。（昨
年度78.7％）
・学校評価の保護者アンケート
の「学校は校内での過ごし方や
遊具の安全な使い方、交通ルー
ルなどを指導していますか」の項
目で、肯定的な意見の割合が
80％を超える。（昨年度78.8％）
・学校評価保護者アンケートの
安全指導の項目「学校は火事や
地震・不審者などの危機に適切
に対応できるような指導や訓練
を行っていますか」で肯定的な意
見の割合が90％を超える。（昨
年度85％）

B

（成果）
・保護者アンケート「学校は校内での過ごし方や遊具の
安全な使い方、交通ルールなどを指導していますか」で、
肯定的な意見が80.2％(昨年度76.6％)と目標を達成する
ことができた。
・児童アンケート「もし火事や地震にあったり、ふしん者に
出会ったりしたら、先生がいなくても身を守る行動がとれ
ますか」で、肯定的な意見の割合が93.7％(昨年度
92.5％) で目標を上回った。

（課題）
・児童アンケート「学校の廊下や道路では、右側を広がら
ずに歩くことができている」で、肯定的な意見79.8％(昨年
度78.7％)と目標を上回ることはできなかった。
・保護者アンケート「学校は火事や地震・不審者などの危
機に適切に対応できるような指導や訓練を行っています
か」で肯定的な意見が84.5％(昨年度85％)と目標を達成
することができなかった。

・廊下や道路の歩き方などは、朝礼や集会などで児童が
集まる場で呼びかけたり、一斉下校の訓練時に歩き方を
指導していくようにする。

・火事や地震・不審者などの危機に適切に対応できるよ
うな指導や訓練を引き続き行う必要がある。また、教職
員一人ひとりが意識して子どもたちを見守り、指導してい
くようにする。

・非常時の対応については、定期的な
訓練が不可欠だと思います。
 
・安全管理は、日々の生活の中で身に
つけておくべきことで、学校・家庭・地
域が一丸となって行動していかなけれ
ばならないこと。

（５）保健管理

・｢早寝・早起き・朝ごはん｣等
の基本的生活習慣の定着を
はかる。
・口腔内の健康の保持増進を
はかる。
・平素より感染症対策として環
境衛生に配慮し、児童一人ひ
とりが清潔行動を意識できる
よう指導を実施していく。

・児童の生活習慣アンケートや健康診断
の結果をもとに、ほけんだより、ホーム
ページ、個人懇談会などを利用して児童・
保護者への啓発を行い、家庭での児童
への指導を推進する。・保健室での個別
指導の強化
・掲示物を利用した啓発活動を行う
・平素より感染症対策としての環境衛生
の充実をはかる。
・児童一人ひとりが清潔行動を意識でき
るよう指導を継続して行う。

・アンケートで、｢早寝・早起きを
守っている｣が70%(昨年度64.6%)
を上回り、「朝ごはんを食べてい
る」が90%(昨年度94.5%)を維持す
る。
・歯科受診勧告書の提出率を経
年比較し、受診率が1～4年
60%(昨年度66.5%)、5･6年40%(昨
年度40.0%)を上回る。
　

B

・「早寝・早起き」については児童アンケートで63.9%（昨年
度64.6%）ができていると回答。しかし、保護者アンケート
では「早寝・早起き」について86.8%ができていると回答し
ており、児童と保護者の意識に乖離があることが分かっ
た。　　　　　　　　　　　　・児童のアンケートで「朝ごはんを
食べている」については93.6%（昨年度94.5%）ができている
と回答。「朝ごはんを食べる」ということについては、定着
している。
一方、
・歯科受診率(う歯治療率)は1～4年45%(昨年度66.5%)と
大きく目標を下回り、5・6年38.3%(昨年度40.0%)と目標とほ
ぼ同等であった。

・『早寝早起き』にスポットを当てた指導や啓発を行い、基
本的生活習慣の定着につなげていく。
・今年度、低学年での受診率が目標を大きく下回った。
生活習慣や病院受診などは家庭での取り組みが要と
なってくる。受診率が低下した原因を模索し、ほけんだよ
りの活用など、より一層の啓発に取り組んでいきたい。

・受診率が低いことは、コロナが影響し
てきたかもしれないが、さらなる啓発活
動を通してアップを図ってほしい。

・健やかな心と体づくりは、生涯の健康
の基盤だと思う。継続してほしい。

③学習面や行動面で個別支援の必要な児童の情報共有を推進するとともに基礎的環境整備の充実、合理的配慮の提供や個別最適化の学びを図ることに努める。

④一人ひとりの子どもにたくましく生きる力やお互いを思いやる心を培うキャリア教育と道徳教育を推進する。

⑤教員の情報機器の活用能力の向上をはかり、よりわかりやすい授業作りに努めるとともに情報モラルについても指導する。

②災害からの身の守り方や交通ルールなど校内外での安全な過ごし方の指導を徹底するとともに、職員・地域・保護者で連携をはかり、子どもたちの安全を守る。
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2023年度　学校評価総括表　　伊丹市立笹原小学校                                                                                                   

教育目標 心身豊かに学び合う子どもの育成

Ⅰ学び合いの学校づくり

①教育目標の具現化に向けて、学校評価検討委員会及び学校運営協議会を計画的に開催し、課題を共有して組織的改善に取り組む。

②伝え合いひびき合う学びを目指して、書くことを通して言葉による見方、考え方を働かせる授業づくりに努める。

項目

①家庭や地域、学校運営協議会、関係機関と連携した取り組みを進め、不登校・いじめ・問題行動の未然防止・早期発見・即時対応に努める。

③学校だよりやホームページ、保護者向け一斉メール配信等を活用して、積極的な情報発信を行うとともに、情報管理を徹底する。

⑥「きれいにしよう」とする意思・能力・態度を育て、掃除時間が自分を磨く時間となるよう指導する。

⑦学校生活のきまりについて全職員が共通理解をはかりつつ指導にあたる。
重点目標

⑧楽しく安心して運動に取り組むことができるよう指導する。

学
力
の
向
上

Ⅱ開かれた学校作り



（６）保健体育教育

・児童の体力・運動技能の向
上を目指し、運動への意欲・関
心を高める。

・体育施設、備品の充実をは
かり、活動しやすい環境を整
える。

・授業作りについての研修を行い、授業
改善を計る。（体力向上、楽しい運動遊
び、ニュースポーツなど）
・授業作りに関する本を配付し授業研究
に生かす。

・各単元が始まる前に備品や消耗品の
チェックを行う。
・備品を整理するために、どこに何がおい
てあるかわかるように視覚的な配慮をす
る。

・学校評価児童アンケートの「休
み時間や家に帰ってから外で遊
んでいますか。」の項目で肯定
的な意見の割合が75％を超える
（昨年度68.9％）

・学校評価児童アンケートの①
「学校の図書館や体育館は利用
しやすいと思いますか」②「学校
の道具や器具が壊れたとき、す
ぐに修理してくれていると思いま
すか」の項目で肯定的な意見の
割合が昨年度を超える。(昨年度
①96.2％②83.9％)

B

（成果）
・学校評価児童アンケートの「休み時間や家に帰ってから
外で遊んでいますか」の項目で肯定的な意見が目標の７
５％を越えた。（昨年度６８．９％⇒７５．７％）

・②「学校の道具や器具が壊れたとき、すぐに修理してく
れていると思いますか」の項目で、昨年度を下回ったが
同程度を維持することができた。（昨年度８３．９⇒８３．
５％）

（課題）
・学校評価児童アンケートの①「学校の図書館や体育館
は利用しやすいと思いますか」昨年度を下回った。
（昨年度①９６．２⇒９４．９％）

・外で遊んでいるかという質問に対して、児童と保護者と
も昨年度より増加傾向にあった。そのため、委員会など
で外遊びを促すような取り組みを継続して行っていきた
い。

・体育館の倉庫を定期的に整理したり掃除をより丁寧に
行ったりすることで、さらに利用しやすい体育館を目指し
たい。

・体力向上も大切だが、運動を楽しむ
観点からの指導が必要と考える。
 
・引き続き体力向上に努めていただき
たい。

（７）人権・同和教育

人権・同和に関する問題や児
童が抱える問題の対応につい
て職員で情報を共有する。

・学級づくり研修会や夏季研修等の職員
研修を実施し、人権・同和問題への理解
を深め、一人一人の児童に寄り添った学
級経営に取り組む。
・児童の発達や実態に合わせた人権課
題を取り上げ、人権同和教育授業参観等
を活用して、授業を行う。
・仲間づくり集会を行い、発表や事後指導
を通して、より良い学級づくりに取り組
む。

・児童アンケート「あなたがこまっ
たときに先生は相談にのってく
れますか」で肯定的な意見が
90％を超える。(昨年度94.8％)
・児童アンケート「クラスで苦手な
ことを頑張っている友だちを応援
できていますか。」の項目で肯定
的な意見が90％を超える。(昨年
度90.6％）
・教師アンケート「本校の教師は
悩みや不安を抱えている児童の
相談にのっている。」で肯定的な
意見の割合を維持する。(昨年度
100％)

A

（成果）
・夏季研修やミニ講座等で職員研修を実施し、人権・同和
問題への理解を深めることができた。
・人権同和授業参観、学級懇談会を実施しすることがで
きた。　　　　　・仲間作り集会を行い、学級作りに取り組
むことができた。　　　　　・児童アンケートで肯定的な評価
が９０％を超えている。「あなたがこまったときに先生は相
談にのってくれますか。」（９３．７％）　　　「自分を大切に
することや、他の人への思いやりについて学んでいます
か。」（昨年９５．２％→９６．４％）　　　　「クラスで苦手な
ことを頑張っている友だちを応援できていますか。」（９２．
５％）　　　　「あなたのクラスでは、いじめを許さない学
校、学級づくりに取り組んでいる。」（昨年９２．２％→９３．
８％）　　　　　　　　　　　　　　　　・教師アンケート「本校の
教師は悩みや不安を抱えている児童の相談にのってい
る」（１００％）「本校はいじめを許さない学校、学級づくり
に取り組んでいる。」（昨年９７．７％→１００％）・保護者ア
ンケート「お子様は、思いやりの心を持ち、命を大切にし
ていますか。」（昨年９８．５％→９８．６％）

・仲間作り集会の持ち方を、ねらいや学年に合わせ
て変更する。
・夏季研修のテーマを「情報モラル」から、人権参観
授業のテーマに沿った内容に変更する。

・いじめに関するアンケートの結果が
良好なので、これからも継続指導をお
願いしたい。
 
・子どもが自分のことも他者のことも大
切にしている気持ちが育っていること
がアンケート結果より伝わる。

（８）特別支援教育

インクルーシブな社会の構築
に向け、各学級の配慮を要す
る児童や特別支援学級在籍
の児童、通級による指導を受
ける児童についての理解を深
め、思いやりの心を育て、助け
合って共に生きようとする人間
性豊かな子どもを育てる。

・教育のユニバーサルデザイン化を推進
し、基礎的環境整備を図る。チェックシー
トを作成し、学校全体で共通理解して取り
組む。学校全体で「意識できていない」項
目に着目し、改善策を検討する。また、
ホームページで本校のユニバーサルデ
ザイン化について発信する。
・支援教育研修会で各学級の配慮を要す
る児童や特別支援学級在籍の児童、通
級による指導を受ける児童についての理
解を深める。
・部会（校内委員会）で支援の必要な児童
について整理・報告し、各学年におろすこ
とで全職員で共有していく。
・各学級の配慮が必要な児童に対し、ど
のような合理的配慮を行うとよいか、様々
なケースから具体策を検討する研修を行
い、日々の実践にいかす。
・各学級の配慮が必要な児童について、
校内の支援の流れを整備する。

・教育のユニバーサルデザイン化
チェックシートを用いて１８項目を
チェックし、「意識できている」の後
期の数値が、前期の数値を上回
る。

・学校評価アンケート(教職員用)に
おいて、「本校は校内委員会やコー
ディネーターを置き、組織的に取り
組んでいる。」（昨年度93.１%）
「本校は学習面・生活面等で配慮
の要する児童に対する具体的な指
導の手立てを工夫して指導を行っ
ている。」（昨年度97.7%）
「本校は学習面・生活面等で児童
が学びやすく、過ごしやすい環境づ
くりに向けて基礎的環境整備（ＵＤ
化）に取り組んでいる。」（昨年度
95．3%）
の３項目で、肯定的な回答の割合
を維持する。

・学校評価アンケート（保護者用）に
おいて、「学校は、教育のユニバー
サルデザイン化に取り組んでいま
すか。」の項目で、肯定的な回答の
割合が80％を超える。(昨年度71.
１％)

・学校評価アンケート（児童用）、「ク
ラスで苦手なことを頑張っている友
だちを応援できていますか。」の項
目で肯定的な回答の割合が90％を
超える。(昨年度90％）

A

（成果）
・教育のユニバーサルデザイン化チェックシートで、すべ
ての項目において後期が前期の数値を上回った。
・学校評価アンケート(教職員用)において、「本校は学習
面・生活面等で配慮の要する児童に対する具体的な指
導の手立てを工夫して指導を行っている。」の項目が
100％(昨年度97.7％)、「本校は校内委員会やコーディ
ネーターを置き、組織的に取り組んでいる。」の項目が、
100％(昨年度93.1％)、「本校は学習面・生活面等で児童
が学びやすく、過ごしやすい環境づくりに向けて基礎的環
境整備(ＵＤ化)に取り組んでいる。」の項目が100％(昨年
度95.3％)で3項目とも100％を達成することができた。とく
に、教育のUD化については、ここ数年の実践からも意識
して取り組まれている。また、部会（校内委員会）で支援
の必要な児童の実態把握をし、それを全職員で共有でき
るようにした。早期に支援の方向性を検討することで、有
効な手立てを講じることができた。

・学校評価アンケート(児童用)において、「クラスで苦手な
ことを頑張っている友だちを応援できていますか。」の項
目で肯定的な回答の割合が92.5％(昨年度90％)で、肯定
的な回答の割合を維持した。

（課題）
・学校評価アンケート(保護者用)において「学校は、教育
のユニバーサル化に取り組んでいますか」の項目で、肯
定的な割合が82.3％(昨年度71.1％)を超えたが、分から
ないが15.7％となった。昨年度からこの項目を追加し、UD
化の取り組みをHPで発信しているが、まだ浸透していな
い部分もある。

・今後も教育のユニバーサルデザイン化について継続し
てHPや学校便り等で発信するとともに、教師の具体的な
支援や取り組みを増やし、参観等で保護者に意識して見
てもらう機会をつくる。

・「教育のユニバーサルデザイン」につ
いての研修内容を参考に一層推進を
図り、教職員だけでなく保護者にも取
り組んだ内容を開示して共有できるさ
らなる工夫をお願いしたい。
 
・アンケート100％となっているが、今後
も維持した評価が続くよう期待していま
す。

（９）特別活動

・多様な他者と協働する様々
な集団活動の意義や活動を行
う上で必要となることについて
理解し、行動の仕方を身に付
ける。
・集団や自己の生活、人間関
係の課題を見いだし、解決す
るための話し合い、合意形成
を図ったり、意思決定したりす
る。
・集団や社会における生活及
び人間関係をよりよく形成する
とともに、自己の生き方につい
ての考えを深め、自己実現を
図ろうとする態度を養う。
・児童の自発的、自治的な活
動を通して、学級経営を充実
させる。

・新型コロナウイルス感染防止策を講じた
うえで、学級活動を中心として話し合い活
動を行い、児童が積極的に学校をより良
くするために行動や発言していくようにす
る。そのために、笹原小学校としての話し
合いの型を作り、どのような学年の児童
が集まっても同じ話し合いができ、合意形
成できるようにする。(委員会、高学年用
の型は活用されているので、低学年用の
話し合いの型を作成する）

・児童会活動を通して、学校および児童
が活性化する取り組みを考え、発信して
いくとともに、クラブ活動などの異学年交
流を通して人間関係を育成する。

①教職員用内部アンケートの
「委員会活動を計画的に行えた
か」（昨年度92％）、「クラブ活動
を計画的に行えたか」（昨年度
92％）で肯定的な意見を維持す
る。

A

（成果）
・教職員用内部アンケートの「各教科・道徳・笹のね・
外国語活動・特別活動の時間数は確保でき、計画的
に進められたか」で肯定的な割合が向上した。（昨年
度９２％→１００％）ただし、特別活動の時間につい
てのみ答えられたものではないことには留意が必要
である。
・教職員用内部アンケートの「委員会活動を計画的
に行えたか」で、肯定的な割合が向上した。
（昨年度９２％→９６％）
・教職員用内部アンケートの「クラブ活動を計画的に
行えたか」で、肯定的な割合が向上した。
（昨年度９２％→９６％）
・話合いについての教具を各学級分作成することが
できた。今年度３学期から各学級に配布している。

（課題）
・子どもたちの、「学級や学校の課題を見つけて主体
的に解決していこう」「よりよい学校生活を作っていこ
う」というような姿勢が十分でない。
・クラブ活動・委員会活動ともに、実施回数が十分で
ないのではないかという意見が見られた。

・学級活動における話合い活動を充実させ、子どもたち
の主体的な活動に対する姿勢を育てる。
・委員会活動については、活動内容が主体的になるよ
う、担当者を中心に研究を重ねる。また、業間休みや昼
休みを有効に活用していく。
・委員会活動の常時活動を通して、学校の課題やさらに
良くしていきたいところを見つける態度を養う。
・クラブ活動については、今年度に活動回数を３回→５回
と増やしたばかりなので、来年度については現状維持で
行い、今後もアンケート等で回数の増減の必要性を把握
していく。

・笹ポーターが協力してできるクラブに
ついては、運営協議会で積極的にあ
げてほしい。
 
・クラブ活動、学級活動で話し合いの
時間を取り、活性化を図ることが大切
だと思います。

（10）情報管理・情報教育

・ICT機器を活用し、わかりや
すい授業作りに努める。
・USBメモリ等の情報機器に関
する管理方法について全職員
で周知徹底をはかる。
・情報教育（プログラミング教
育・情報モラル・セキュリティ）
の周知・推進を行う。

・パソコンルームや情報機器・School
Taktについての基本的な使い方について
の研修会・回覧等を実施するとともに、タ
ブレット端末の使い方の研修を行う。
・情報機器を整理し、どこに何があるかわ
かりやすいようにする。
・プログラミング教育の基本的な取り組み
について研修を行い、周知を図る。
・USBメモリの管理表を作成し、適切に使
用する。
・個人情報の取り扱いについて年度初め
等定期的に注意喚起を行う。・保護者ア
ンケートに以下の項目を付け加える。｢タ
ブレットの活用により、お子様の学習意欲
は向上していると思いますか｣

・学校評価教師アンケートの「本
校は児童・保護者の個人情報の
保護に努めている。」で昨年度と
同程度の肯定的な回答の割合
を維持を目指す（昨年度97.7％）
・学校評価保護者アンケートの
「学校は子ども・保護者に関する
個人情報を適切に保護していま
すか。」で肯定的な回答の割合
が80％を超える。（昨年度８４％）
・学校評価児童アンケート「先生
は、ＩＣＴ機器（テレビやパソコン・
タブレット等）を使って、教え方に
いろいろと工夫していますか。」
で肯定的な回答の割合が9０％
を超える。（昨年度95％）
・学校評価保護者アンケート「タ
ブレットの活用によりお子様の学
習意欲が向上していますか」で
肯定的な回答の割合が80%を超
える。（昨年度76.2％）

B

成果
・学校評価教師アンケートの「本校は児童・保護者の個人
情報の保護に努めている。」で昨年度より肯定的な回答
の割合を維持をすることができた（昨年度97.7％→今年
度100%）
・学校評価保護者アンケートの「学校は子ども・保護者に
関する個人情報を適切に保護していますか。」で肯定的
な回答の割合が80％を超えることができた。（昨年度
84％→今年度87.1％）
・学校評価児童アンケート「先生は、ＩＣＴ機器（テレビやパ
ソコン・タブレット等）を使って、教え方にいろいろと工夫し
ていますか。」で肯定的な回答の割合が95％を超えること
ができた。（昨年度95％→今年度93.3%）
・今年度から新たに　学校評価児童アンケートに「あなた
は家（学校の外）で、AIドリル（ドリルパーク）を一週間にど
れくらい使っていますか。」の質問項目を追加。
今年度61.2%

①タブレットの活用に関しては、AIドリルの宿題実施も含
めて引き続き行っていく
②生活指導におけるネットトラブルに関しては、年間カリ
キュラムにある情報モラル、職員に向けての情報モラル
の周知、加えて日々の学級指導などを含めて対応する
③ID/PW類の取り扱い、オンライン授業での注意点、児
童のタブレット使用における写真の扱いや個人情報の扱
い方のルールの再度徹底/タブレットの中身のデータの
整理整頓

・今年度から新たに　学校評価児童アンケートに「あなた
は家（学校の外）で、AIドリル（ドリルパーク）を一週間に
どれくらい使っていますか。」の質問項目を追加。
今年度61.2%
　　目標値は70％と設定する。

・タブレットを有効活用した授業方法な
ど、学年ごとにしっかりと情報共有し、
学級間で差が出ないように進めてほし
い。

・DXについては市の方針もあるが、子
ども達の成長の中でますます加速する
ことが予想される。新たな取り組みに
もどんどんチャレンジしていただきた
い。

（11）保護者・地
域との連携

・学校通信に加え、ホームペー
ジやメール配信を活用し、学
校から積極的な情報発信を行
う。
学校行事、地域行事などを通
して、地域、コミュニティスクー
ルとの関係を深めていく。
・『ＱＲコード・ツイタもん・
GoogleClassRoom』などの活用
により、学校・保護者間のやり
とりのデジタル化を推進する。

・多くの教職員がホームページを更新で
きるよう周知し、チェックシートを活用して
どの学年も情報を発信していく。
・地域行事等に可能な限り教職員が参加
できるよう呼びかける。
・学年便りや学校からのおしらせにＱＲ
コードを記載したり、ツイタもんで連絡行
い、学校ホームページの活用推進を図
る。

・毎月、学校通信・学年通信を発
行する。
・学校評価保護者アンケートの
「学校は「学年だより・笹小だよ
り」やＨＰ・下校メールなどで教育
活動の様子を保護者に伝えてい
ますか。」で昨年度より肯定的な
意見の割合を維持する。（昨年
度97.2％）
・各学年の学びの具体的な様子
を毎月１回程度ホームページで
公開する。

B

成果
・学校評価教師アンケートの、学校は「学年だより・笹小
だより」やHPなどで教育活動の様子を保護者に伝えてい
ますか。の項目において肯定的な意見の割合が９５．２と
前年度に比べてわずかに向上した。
・ツイタもんメールから保護者メールへの移行が終わり、
下校メールの一本化が完了した。
・各学年での月一回程度のHP更新も順調に行うことがで
きている。

・学校HPでの教育活動の紹介の内容についてさらなる充
実を図っていく。
・GoogleClassroomを活用した手紙の発信に加え、安全
対策などの情報をHPで公開していくこと等保護者からの
意見を活用していく。

・ホームページのさらなる充実を図り、
学校の様子がよく伝わるようにお願い
します。

・地域と小学校とこども園が校区内で
密につながれるように努めたい。
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（12）施設・設備

・児童が安全に学校生活を送
れるよう、修繕・改修すべき施
設・設備がないか確認するとと
もに、既存の施設を安全に使
えるよう、また、新しい施設を
快適に使えるよう児童に指導
していく。
・「きれいにしよう」とする意思・
能力・態度を育て、清掃時間
が自分を磨く時間となるよう指
導していく。

・毎月１回の安全点検を行い、技能員と
連携して迅速な対応を行うとともに、安全
な設備の使い方の指導を適宜行う。
　
・全職員は自分の担当場所だけでなく近
くの清掃場所も見回る。
・保健委員会と連携する。
・地域の方（笹ポーターさん）と連携し子ど
もたちの清掃活動を見守る。
・清掃活動が充実したものになるよう、清
掃道具の補充、点検を行う。

・学校評価児童アンケートの施
設・設備の項目「学校の道具や
器具が壊れた時、すぐに修理し
てくれていると思いますか」で肯
定的な意見の割合が90％を超え
る。（昨年度85.3.%）
　
・環境整備に対し児童、職員の
意識が向上する。
・学校評価児童アンケートの「あ
なたは清掃に前向きに取り組ん
でいますか」で肯定的な意見の
割合を、昨年度と同等を維持す
る。（昨年度88.4%）
・学校評価保護者アンケートの
「学校は児童に清掃の仕方や意
義を指導していますか」で肯定
的な意見の割合が80%を超え
る。（昨年度80.1%)
・学校評価教職員のアンケート
の「学校は清掃について意欲的
に取り組むよう指導できている」
で肯定的な意見の割合を、昨年
度と同等を維持する。（昨年度
90.7%）

B

（成果）
・学校評価児童アンケートの「あなたは清掃に前向きに取
り組んでいますか」で肯定的な意見が90．8％で昨年度よ
り上回り、目標を達成することができた。（昨年度88.4%）
・学校評価保護者アンケートの「学校は児童に清掃の仕
方や意義を指導していますか」で肯定的な意見の割合が
82.4％で昨年度より上回り、目標の80％を超えることがで
きた。（昨年度80.1%)
・学校評価教職員のアンケートの「学校は清掃について
意欲的に取り組むよう指導できている」で肯定的な意見
の割合が、92.6％で昨年度より上回り、同等を維持するこ
とができた。（昨年度90.7%）
・短期間ではあったが、笹ポーターさんと連携をして子ど
もたちの清掃活動を見守ることができた。

（課題）
・学校評価児童アンケートの「学校の道具や器具が壊れ
た時、すぐに修理してくれていると思いますか」で肯定的
な意見が83．5％（昨年度85.3%）で前年度より少し下回
り、目標の90％には達しなかった。

・児童アンケートの結果から、児童は清掃活動に前
向きに取り組むことができているので、これからも前
向きな姿勢で取り組んでいけるように、清掃用具の
点検・補充を行っていく。

・学校の道具や器具が壊れたことに児童が気付い
たときに、すぐ担任の先生に相談し、技能員の先生
や清掃担当と連携をとって早急に対応できるように
引き続き取り組んでいく。

・ほうきの使い方、雑巾のしぼり方な
ど、図等を用いてマニュアル作成し、
指導の徹底が図れるともっと良くなると
思う。

・危機管理の観点から、常に全員の先
生方で意識を高く持ち続け、児童の安
全確保に努めていただきたい。

学校関係者評価総括　　

次年度に向けた重点的な改善点
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いじめ対応や特別活動、ユニバーサルデザイン化の推進などにおいて一定の評価を得ていると考える。一方で、学習指導や安全管理、体力の向上等については学習
課題として受け止めていくべき意見を多数いただくことができた。

・学習指導において「書くこと」が楽しくなり、そのことが学力全体の向上や学校課題へのアプローチとなるべく、研究推進部を中心に授業改善に取り組んでいく。
・生活指導においてはいじめ対応を引き続き重点的に行っていくことに加え、不登校児童への対応力を向上させていく。


